
地

球

第
十
二

令

姉
四
硫

17(
二

川
六

的

に

よ

-

識

別
せ
ら
れ
る
濃
度
の
岩

層

の

暦

は

約

二
米

の

牒

さ

あ

-

､

之
れ
が
上
層
の
僕
に

二

〇

糠

許

は

頗

る

敵

密

で

洗

骨

衣
魚
を
為
し
.
瓦
次
の
粒

子

は

暗

闇
紺

に

平

行

し

て

春

す
る
｡

走

向

は

正
し
-
南
北

LOx

に
光
ら
'
兼

へ
約
三

〇
度
の
傾
斜
を
測
ら

れ

る
｡
上
方
に
は
之

れ

に
基
合
し
て
綴
櫨

栗
葦
褐
色
の
貢
岩
が
厚

さ

約

山

○

兼

あ
る
｡宜
衣
暦
の

下
盤
を
籍
耳
の
も
亦
貫
岩

で

あ

る

が
.
其
一部
を観
察

毒

薦

之

農

五
､
農

薬

人

口

昭
和
二
年
現
在
で
､
自
作
者
七
十

.i
笛
五
千
百
五
人
､

同
月
数
十

一
常
六
千
八
百
九
十
五
月

(
董
農
業
者
月
数

し
得
ら
れ
る
の
み
で
､

他
は
河
畔
が
耕
地
で
あ
る
が
食

め
未
知
数
た
る
は
巳
む
を
得
ぬ
｡
恩
ふ
に
洛
田
の
寓
約

二
粁
の
地
に
あ
る
三
階
山
を
児
童
だ
L
p
商

へ
本
村
に

も
群
立
す
る
石
基
粗
面
岩
の
出
条
が
あ
る
か
ら
､
之
れ

に
件
ふ
凝
次
岩
で
､
朗
調
川
岡
部
筋
三
配
圏
の

一
つ
に

数
ふ
べ
･～
､
第
三
紀
瑞
穂
舵
の
前
期
に
相
皆
す
る
沈
降

州
の
堆
積
物
で
あ
る
｡
鏡
下
に
於
て
観
察
す
れ
ば
.
粒

子

の構
造
.yJ
周
囲
ど
の
関
係
も
よ
-
分
-
､
降
次
申
堺

両
や
C,多
少
の
衣
を
混
じ
た
雨
滴
が
､
堆
積
し
た
次
の

上
を
板
晒
し
た
常
時
の
地
文
撃
的
現
象
を
偲
ば
し
め
る

好
資
料
で
あ
る
｡
(
結
)
昭
利
三
'七
'
二
五
記

業

(
二
)

紳

保

六

合

男

の
二
九

%
)
小
作
者
九
十
四
寓
四
宵
五
十
三
人
'
同
月

数
十
東

商
九
千
九
Tfr
七
十
七
月
(
同
四
〇
%
)､
自
作
簸

小
作
者
七
十
四
商
六
千
二
首
五
十
八
人
､
同
月
数
十
二



常
二
千
三
十

1
月
(
同
三

1
%
)
計
二
甘
四
十
常
千
八
百

十
六
人
F
同
月
数
三
十
九
嵩
八
千
九
百

二
声
望
不
し
.

之
を
明
治
三
十

一
年
の
組
数
宵
五
十
七
嵩
八
千
七
百
五

十
人
(
戸
数
不
明
)
に
比
す
れ
ば
八
十
二
蘭
三
千
六
十
六

人
の
増
加
蟹
不
耳
も
其
の
割
合
は
三
四
%
糖
で
耕
地
増

加
の
割
合
軍

一十
九
露
に
比
す
れ
ば
進
に
少
い
｡
累
年

に
於
け
る
農
業
人
口
及
戸
数
の
挺
化
､
俳
び
に
組
人

口

に
封
す
る
農
業
者
の
割
合
聖
ボ
せ
ば
左
の
如
-
で
あ
る

累
年
人
口

偶
考

指
数
ハ
明
治
コ;十
!
坤
臆
米
人
ロ
チ
70
0
ト

ス

｡

凝
年
農
業
月
数

大

iE

十
f

咋

火

正

十

二

咋

火
花
十
三
咋

大
正
十
EI坤

昭

利

元

Jl

昭

利

二
坤

良

作

日
東
小

小

作

計

二
六台

rJ戸

二
重

ニ]1
1.GL空
語
戸

天
竺

岩
戸

三
三光

二
釆

光

二
r.LJJ九

二
3.rrJf.i

1房
室

1六
川(八

二
だ
光

1品
望
こ

こ
宍
怨

三二
〇

三

蒜
聖
祭

宍
八究
二

二d毛
賀

一宏
○ニ二川

ニハ完
究

完
蓋
竜

ニハズ
忠
義

天
六

二gル発
心
三共
章
1rl

1 二二一J./ :. ~-:lli

人
口
紙
数

腔
光
人
口

明
約
三
十
7
坤

明
約
三
十
五
舛

明
約
E:十
句

末
jE

一兆
咋

昭昭大 火大

和和蔽正iE
二元 十五二

年-/L71年 Iirl舛
二
売

.3
0
余

人

....,1r;
)
.i
7
竺

三
六

雲

空

軍

叩

烹
芯
〇

一謡

三

石
.1

三

光
1.(
l完

I.･].?
.;'1
｣七
0

..L
l
l･:
二
･-.志

望
.i
i
C
T:1i;.ハ川

l宝
八雲
〇人

-入来
豊
山

一己
完
九八二

=
･
,

･
･
-:
:.:
.I.;

ノ
捌

金

一rJ〕

干
.㌔

.

三
O

望
%

1;
･i

T.i.･JJ.

調
教
チ
映
ク

二
光
四六
八

二二発
露
l

二二二1.:.:.:誠
心

]',i竜
山rj=七

志
望
(
1火

Ef-空巴鎧克

TrT_ W . 7rr.ブく二･■1-
還 'a 売 秀 苑

而
し
て
p
灸
人
口
封
､
農
業
人
口
の
制
令
を
見
る
に
前

表
の
示
す
如
-
昭
和
二
年
末
で
五
七
%
飼
養
潜
時
で
五

九
%
で
あ
っ
た
｡
爾
凍
累
年
に
於
け
る
其
担
化
を
見
る

に
､
三
十
有
飴
年
の
間
依
然
だ
し
て
本
島
紙
人
口
の
過

半
数
を
占
め
､
如
何
に
農
業
が
本
島
産
業
界
に
葦
き
な

為
し
て
ゐ
る
か
ゞ
窺
は
れ
る
｡

次
に
昭
和
二
年
末

現
在
の
各
州
に
於
け
る
絶
人
口
及
び

農
業
人
口
数
に
其
の
割
金
髪

ホ
せ
ば
左
の
如
-
で
あ
る

益

田

之

腔

黙

云
11

四
七



膨花 お 花 益 荘 新 造 州

嘘

第
十
二
徐

昭
和
二
車
線
人
口
及
盤
業
人
口
塩
に
其
割
合

妨
四
鮮

1
.六
四

四
八

虚

栄

人

口

菜

人
口
聖
.
冒

し
-

%

増

設

針
<.
欝

･E
作

自
作

東
小
作

小
作

iL汁 迎

湖 粘 東 経 南 中 竹 北

九
〇六
先
人

九
iTIO
三
人

三
宍
二
七
人

九
〇
(
ニ
火

菜
竺
蜘

270..斉
発

二六
.LR水

芸
八八〇〇

孟
悪
露

二三
空
四

三
ハ望
蓑

(八八怠
れ

八望
遠

二エ0畏
れ

T男
志
筑

7三
〇八〇

宍
八ニ

宗..ri窒

二四品
拘

莞
望

外望
二

望
二八カ

ニ喜
七

六
.rl

七山望
窪

語
三
芳

蔑
0川芸

三品
豊

J<

ニ治
rJへ

霊
宝
重

宝
NPf.山

菜
蒜
宋
三四四竜
田

0岩
三

t,.lM八売

ニgO
T(二ハ

若 鳥 苔 宅 志 望 墓 長 寿 是形

･;
作
価
小
作

一三
%
≡完

売菜三一､匹hJ
三

一

%

売 一 三 二 望 天 沼 農 芸 産形

計
票
%
記
%
RO渉
六濁急
%
究
%
盃
%

空

.LL?

.

毛
%

五
､
鼻
薬
生
産
地
主
欝
盈
衆
物
産
の
概
況

昭
和
二
年
農
業
珪
産
物
線
慨
確
は
二
億
七
千
二
軍

二

十
七
苗
六
千
六
百
八
十
二
閲
で
､
本
島
各
産
業
線
倍
額

五
億
九
千
三
十
三
歯
七
千
七
草

二
十
九
閲
の
四
六
%
を

藩
め
､
明
治
三
十
五
年
の
五
千
七
宵
四
十
嵩
四
千
望

ハ

十
七
囲
(
本
年
以
前
は
統
計
不
明
)
に
此
す
れ
ば
薯
に
二

億
千
四
百
九
十
七
常
二
千
1先
十
宜
圃
の
塘
卸
で
'
共.
五

精
錬
S
蕉
鹿
を
見
る
に
.栄
-
､
此
の
進
歩
聴
連
は
寮
ろ

監
典
に
倍
す
る
も
の
が
あ
る
｡
今
本
島
主
要
農
業
生
産

物
に
つ
い
て
､
近
況
設
奥
津
の
大
要
を
記
せ
ば
左
の
如

-
で
あ
る
0A
､

一

般

盤

米

韓

本
島
の
気
候
は
米
の
栽
培
に
通
し
､

一
年
二
回
の

牧
種
を
行
ひ
西
部
諸
州
が
主
産
地
(
金
座
苗
の
九
六
%
)

で
あ
る
｡
領
姦
以
来
線
督
府
に
で
､
品
種
の
改
良
,,J
栽

培
の
奨
勘
に
努
め
た
る
結
英
1
両
日
大
い
に
改
ま
･リ
､



其
の
作
付
:a;
積
､
聴
覚
ー
晶
質
等
の
渚
鮎
に
於
て
薯
し

き
進
歩
を
示
し
て
ゐ
る
が
殊
に
近
年
蓬
莱
欄

(内
地
種

莱
)
の
栽
培
盛
に
行
は
れ
之
が
取
引
憤
格
旋
内
地
人
の

噂
好
等
の
関
係
上
其
移
出
も
旺
盛
な
る
が
篤
め
､
近
年

本
島
産
米
移
輸
出
高
は
著
し
-
多
種
に
上
っ
て
兼
ね
｡

今
此
等
の
状
況
を
数
学
を
以
っ
て
示
せ
ば
t
.昭
和
二
年

末
も
本
島
米
作
河
積
三
十
九
常
九
千
官
五
十

一
甲

(累

年
耕
地
面
積
比
綾
表
参
照
)
に
七
て
紙
収
穫
高
は
六
甘

八
十
九
常
八
千
六
LT7T七
十
二
石
で
あ
る
0
之
を
明
治
三

十
五
年
の
二
十
五
商
二
千
九
百
九
十
八
甲
ー
二
百
八
十

二
諏
千
四
督
二
十
四
石
に
此
す
れ
ば
､
収
登
に
於
て

一

四
五
%
､
作
付
河
積
に
於
て
七

一
%
の
噂
加
に
達
し
た

こ
.fJ
に
な
る
0

累

年

米

収

畳

増

加

率

(
蜘
塑

亭

九
年
の
牧
盈
み
進
数

7
0
0
と
す
)

濫
読
米
の
産
椋
は
､
昭
利
二
年
に
於
で
百
二
十
六
蔭
千

九
十
五
右
を
ポ
L
P
全
産
米
高
の
約
十
九
%
を
占
め
p

姦
甲
州
以
北
を
主
産
地
だ
し
て
姦
中
州
(
四
〇
宛
)新
竹

州
(
三

一
%

)姦
北
州
(
二
七
PWf･)に
し
て
､
就
中
新
竹
州

桃
園
大
川
配
水
水
凹
の
妨

1
期
作
の
如
き
は
悉
-
蓬
莱

種
に
し
て
該
地
方
の
農
民
は
産
米
金
部
を
内
地
に
移
出

し
自
己
の
食
糧
だ
し
て
外
囲
米
を
購
入
す
る
が
如
き
有

註

鰯

之

比

認

標
で
め
る
O
附
し
て
大
正
十

11
年
p
蓬
北
米
産
視

一
石

な
る
に
比
す
れ
ば
.
蟹
に
こ
こ
六
箇
年
間
の
斯
種
普
及

の
大
勢
を
知
る
こ
だ
が
出
凍
る
｡
本
島
米
移
輸
出
高
は

昭
和
二
年
草
に
'
二
百
八
十
八
常
六
千
五
田
丸
石
に
上

ち
'
之
を
明
治
三
十
五
年
の
四
十

一
番
八
千
五
官
五
十

五
石
に
比
す
る
だ
七
倍
の
多
鶴
に
達
し
'
相
関
の
食
犠

光
補
給
上
我
が
養
轡
は
最
有
力
な
る
役
割
を
絡
め
つ
～

天
牡

的
九



･.J

璃

節
十
二
怨

み
TO
次
第
で
あ
る
O

園
に
嘉
南
大
川
､
下
淡
水
演
護
岸

工
事
の
竣
工
の
暁
に
は
､
悠
に
本
島
産
米
高
を

一
千
高

石
以
上
に
遷
せ
L
む
る
轟
を
得
る
三
:～/
ふ
｡

昭

和

三

年

米

収

穫

高

(膳
位
石
)

杓

掴

就

IT(
山‥

吉

J

次
に
昭
利
三

年
金
島
慶
永
各
州
分
布
状
態
蟹
不
せ
ば
左

未
聞
の
如
-
で
あ
る
｡

プ

畑

註

北

新

竹

節

丁

朔

芳
望

八

九石

宅
蒜

八八
石

鱗

二

期

空
へ空

八

山ハ0
0
7E73
1

各
般
二
封
ス
〃
比

ニハ%

云
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･=-

1Ci二
.空
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一
空
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宍
八
雲
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装
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117

15TE等
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f
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満

雄

姦

湘

花

鵡

曲

合

計

竜
三
荒

石

望

望
三
前

真

空

○
石

室
詣
空
ii]

空
0望
U

二HJ八八八

宗

三

三

票
田
竺
罪

光
二宍
(

三
二聖

二
ニ登
1

宍
J
U虫
望

蒜
〆〝

1%

]7%

]00%

(1､乞在･照巻向布分ljtJ埠)㊨

甘
藷

甘
藷
は
米
に
並
ぐ
食
用
作
物
で

四
時
到
る
所
に
栽
培
さ
れ
る
､
即
ち
水

稲
の
間
作
､こ
し
て
水
田
に
も
乾
燥
せ
る

畑
地
に
も
P
丘
陵
山
地
の
開
墾
地
に
も

栽
培
さ
れ
も
若
し
耕
作
分
布
間
を
作
成

す
れ
ば
中
央
山
脈
を
除
-
金
島

一
昔
が

其
分
布
匿
に
入
る
の
で
あ
る
が
就
中
轟

南
､
姦
中
､
高
雅
の
三
州
は
甘
藩
の
主

産
地
で
あ
る
0
寓
按
食
粗
だ
な
す
以
外



に
養
豚
の
飼
胸
だ
し
て
韻
事
で
あ
る
の
み
な
ら
す
ー
其

の
切
乾
薬
は
酒
椅
原
料
ビ
し
て
移
抽
出
し
p
叉
澱
粉
原

累
年
に
於
け
る
甘
藷
作
付
面
蒐
収
穫
高
の
鼻
化

明
治
三
十

丁
年

明
約
三
十
五
年

明

織

田
十

和

大

正

元

年

作
付
耐
桝

ヽ

1モ

ノ

靖

敏

男蓋
O
q

lO
CI

望
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1真

言
八宍
]

重
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〓
菜
望

云
弧

牧

破

竹刷指

数

孟
〇
八
品

宍

0
片

岩
O

茄.〇
二
書
二空

]望

三
〇
(八
天
沼
混

蒜
pR.

二
三
票
宍
空

至
0

昭
和
二
年
､
廿
諌
作
付
両
横
'
収
機
宙
(州
別
)

巾1:山

北

作

付

関

税

三
聖
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牧
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持
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八
公
望
心
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新
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小出

申
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S.

簡

ニO
O
?
il

ニ
望
元

田

荒
れ

料
に
も
供
す
る
｡
之
が
盛
年
の
生
産
状
況
を
示
せ
ば
次

の
如
-
で
あ
る
0

大

正

五

年

大
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昭

和

元

年

昭
和

二

咋

作

付

開

校

＼

t

l

指
数

〓
0宍
八

一
r
Ll元

三
相
田
島

宗

九

三
八
慧
･T.

.云
七

l天
q
O
れ

義

へ

収

性

rL指
数

二条
聖

聖

0
1

芳
O

l宍
空
究
0(
七

望
榊

l聖
文
川
虫
三

悪
]

三
意
0讃
二
望

六
〇
六

素
量
〇
八
雲

ハ
田
天
六
告
ニ
三
九
四
(,l語
竺
八
竜
i
l美
人
云

註

湘

花
述
船

l
蓋

一

]琵
汲

I(
U宍
0
畜

三
脚?
OO
(
温

抄

湖

新

京
克

三
八
空
O

二
四
1...(
義
,(
ニ
豊
〕究
l謁
証

終
り
に

一
般
農
業
生
産
物
数
泉
及
慨
禦

比
び
に
債
瓶
百

分
比
を
夢
ぐ
れ
ば
次
表
の
如
-
で
あ
る
｡

一
般
==H
兼
任
産
物
数
敦
及
情
報
(
昭
利
二
年
度
)

(制
令
代
地
席
偶
幻
の

此
)

韮

憎

之

超

然

栄=

#

大

豆

北
ハ

他竺
且
粗

氷

の

.旭

生
鐙
放
免

六
八仙
八宏
二
石

三
孟
○
売
l前
記
斤

叩
七
九
七
八
市

E
ニ
;.::'1.:I.石

云
三
九
石

故
耗
僻
御

三
‥七
柴
芸
0
蜘

三

富
二八
三
脚

八
六
茜
八
cm

七
O
PLC.Ll宍
刷

1i10
六
.栗
岡



鳩

球

節
十
二
魯

第
四
雄

二
八
八

五
二

詔
.
特

殊

幾

業

甘
勝

義
轡
が
確
固
の
版
閲
に
蹄
し
た
常
時
の
蔑
作
地

蟻
は
殆
.(,,J
濁
水
渓
以
南
の
畑
地
に
局
限
せ
ら
れ
､
巽
南

精

一
甫
六
千
甲
乃
至
三
蔚
甲
の
間
に
あ
っ
た
｡
而
し
て

明
治
三
十
.I<
年
糖
栄
典
勘
規
則
の
撒
布
以
水
専
ら
P
晶

種
の
改
良
.
耕
作
法
の
改
善
等
に
恵
を
用
ひ
'
特
に
ロ

ー
ズ
バ
ン
プ
-
雄
の
水
田
栽
培
に
成
功
し
た
る
は
､
本

島
製
糖
農
業
上

1
大
革
新
を
招
棟
し
た
｡
之
'
明
治
四

十

二

四
十
二
.
四
十
三
年
頃
の
革
で
あ
っ
た
｡
爾
凍

絶
督
府
に
於
て
鴻
皆
だ
認
め
た
場
合
は
､
甘
麓
常
費
､

開
賓

p
沸
況
排
水
費
.
製
糖
器
具
p
機
械
費
等
に
射

し
て
奨
勘
金
を
交
付
す
る
方
針
を
取
r･C,､
荷
は
諜
苗
養

成
所
遊
び
に
研
究
所
等
を
設
け
て
極
力
指
導
奨
励
な
行

ひ
凍
れ
る
結
果
､
其
の
作
付
両
横
及
収
量
は
賓
に
驚
-

べ
き
磯
展
､
凝
連
を
遂
げ
､
今
や
耕
地
面
積
横
張
時
代

は
過
ぎ
去
-
'
豚
に
､
晶
種
の
改
良
蔑
笛
の
克
新
港
耽

排
水
の
施
設
耕
触
法
の
一改
善
等
集
約
新
作
に
依
り
軍
位

題
年
に
於
け
る
甘
薦
作
付
面
積
及
収
穫
高

面
積
の
収
盈
樹
進
に
重
き
を
澄
-

べ
き
時
代
に
到
達
し

て
ゐ
る
｡
殊
に
大
正
九
年
帝
囲
製
糖
骨
就
取
締
役
農
事

郡
長
田
原
哲
二
郎
氏
爪
畦
に
･==
張
し
て
p
二
七

一
〇
〇

1
二
七
二
五
〇
〇
1
､
等
所
謂
爪
瞳
､
大
黄
積
を
持
晦

-
試
作
の
推
戴
洗
濯
に
鹿
な
る
土
地
に
於
て
は

其
の
収

量
著
し
-
多
き
を
知
･D
t
該
大
韮
種
の
栽
培
盛
な
る
に

搾
れ
､
甲
雷
収
畳
は
漁
期
以
上
の
増
殖
壁
ボ
し
っ
つ
め

る
折
柄
.
大
正
十
二
.
三
年
以
来
頓
に
普
及
の
勢
を
迄

ふ
し
凍
-
た
る
内
地
積
蓬
莱
米
は
水
田
地
方
の
薦
作
に

脅
威
を
輿
ふ
る
に
至
り
､
従
っ
て
糖
業
者
は
此
の
聴
畳

多
き
大
童
種
の
奨
励
普
及
に
依
-
､
採
算
上
蓬
莱
米
ビ

封
抗
せ
む
だ
す
る
の
朱
勢
竪

耶
L
p
就
農
亦
之
に
刺
戟

せ
ら
れ
て
大
童
種
の
集
約
新
作
に
依
-
益
々
其
収
益
を

椅
進
せ
む
だ
す
る
傾
向
聖
ボ
し
､
近
き
賂
衆
に
放
て
大

童
積
量
盛
時
代
に
人
ら
む
だ
す
る
の
状
勢
を
溜
致
し
た

累
年
に
於
け
る
栽
培
塵
塵
の
統
計
的
鼻
蓬
を
見
る
に
次

の
如
-
で
あ
る
0
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約
三
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六
年

明

治

凹
十

年

大

正

元

年

大

正

五

年

大
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昭

利

元
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昭

和

二

年

作
付
間
･鞘

二
巻
fjTE甲

3
'J
rr:空

空
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四
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1

二
九
八
八
八

三
芳
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発
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○

六 七 七 ,l< 叩 - _緒
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越
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指
故
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宝
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O
TE斤
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〇八
]
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Tふ

空
売
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巽
九

四
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芸
蓋
三
ル
Q
(
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八
g
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天
童
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忠

空
n

人
望
三
一四
〇
孟

≡

ハ0

讃
エロ
究
0
ル公
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八六

倣

布

衣
水
和
｡畑
地
丘
陵
地
の
み
に
よ
る
栽
蛸

ロ
ー
ズ
バ
ン
プ
-
押
水
m
栽
培
開
始

水
陸
栽
蛾

同爪
唖
大

鼓

秤
繋
柵
時
代

田鶴
的
桝
作
時
代
↑
･･-
･･
(
現
代

)･･････‥
;湧爵 擦唇難可算聾

次

に
昭
和
二
年
に
於
け
る
甘
蒸
作
付
面
積
及
収
穫
高
を
各
州
別
に
示
せ
ば
左
の
如
-
で
あ
る
｡

姦

北

新
竹

姦

申

作

付

河
税

一三

r
Fl

宍
崇

三
先
九

枚

碓

満

山望
天
恵
八四
斤

二光
売
れ
妄

t
ニ
1(
蒜
究
ニ0
3

道

南

帯

織

姦

如

花
法
帖

彫

湖

望
三
三

一八
八
繋
ハ

I(
0
外

柔
rLtIO

三宝
荒
二
六
賢
二

竪
望
空
八
芯

露
宅
売
口九
三
八
雲
kJ(七
四

間 六 第

叢

粗
製
茶
は
本
島
主
要
輸
出
品
で
其
の
輸

出
額
年
七
､
八
百
歯
間
に
通
し
､
姦
中
州
東

勢
郡
以
北
に
栽
培
さ
Je"
(茶
園
分
布
間
参
照
)

新

竹
､
基
北
二
州
が
主
産
地
で
､
就
中

新
竹

州
下
p
大
湊
.
新
竹
'
竹
光
の
三
郎
だ
.
塞

夫九

五
三



克
○

五
四

北
州
下
､
海
山
､
文

山
'
新
庄
の
三
郡
ど

よ
-
線
量
の
八
割
以

上
哲
産
出
し
､
年
十

数
回
の
滴
薬
を
行
ひ

其
の
積
数
に
は
､
烏

龍
､
黄
相
､
自
宅
秩

時
茶
､
火
薬
烏
龍
等

が
あ
る
が
烏
龍
は
最

も
優
良
種
で
茶
園
各

面
種
の
六
割
以
上
を

古
め
て
屠
る
0

左
に
昭
和
二
年
度
に

放
け
る
'
各
州
茶
園

分
布
故
に
其
産
出
高

だ
を

表
示
す
る
O



昭
和
二
年
各
州
茶
園
分
布
状
態
及
産
出
高

作

付

関

税

平

地

河

瀬

地

産

出

高

斤

数

回

金

高

韻

-

ニ
ハ九
竺

叩

岩
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甲

賀
安
宅
呪
斤

二
宍
云
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六
(

九
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叩

き
1;～
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八

斤

天
空
光
二脚

姦
坤
1r)
装

甲

三
四

宍
竺斤

7
10
志
田糊

鼎
年
に
於
け
る
粗
製
茶
作
付
丙
種
蒐
収
穫
高

明
拍
三
十

7
神

明
約
三
十
先
年

明
治
四
十
句

大
正

元

坤

大

jE

五

咋

大

正

十

年

昭

和

元

年

昭

和

二

咋
作
付
河
秘

巴
ハ蓋

.i-LtiE-

ニ
八
.LB

八

一11rEtlJ九
八

1JL占
八九

四r
I.J.六･:ハ

完

二
山ハ九

IL皇
Tj]

巽
賢
一

一指
喜 三 豊 幾 寅 雪 空 8 数

牧

磁

荷

l∧
l究
ハ八六
斤

三
莫
望
竜

三
空
想
二
〇

三
毛
八
宍
六

二
空
売
一八
二

]七
宝
犬
]或

)突
詰
託真

l.fl:..:二L:.九
二
八

着
敦
に
依

-
､
過
去
三
十
年
間
に
於
け
る
'
茶
園
作
付

面
積
及
粗
製
茶
産
屋
向
の
慶
化
の
状
態
肇
ホ
せ
ば
､
其

の
間
多
少
の
消
長
は
是
を
寵
む
る
も
大
な

る
樫
化
は
な

姦

潤

之

艇

発

茎

雨

高
郷

ニ
lt甲

三甲

二
三
斤

芸oCI斤

八
台
図

三
0
0
脚

計
四
四
九
四
六
甲

]空
正
甲

]聖
二
ハ空
八
斤

至
芸
ま
ま
0
蜘

か
っ
化
の
で
あ
る
｡
而
し
て
最
近
三
井
各
名
株
式
骨
牡

の
投
資
に
懸
る
カ
オ
ガ
ン
番
地
開
拓
事
業
は
大
い
にこ
進

み
､
既
に
大
正
十
二
三
年
の
頃
､
淡
水
換
'
新
店
渓

(

分
布
固
参
照
)
の
両
河
岸
は
茶
苗
の
植
付
を
路

へ
､
今

や
泥
-
番
外

一
昔
の
地
に
開
墾
の
歩
を
進
め
､
或
は
播

種
に
政
は
幼
笛
の
我
付
に
之
れ
努
め
て
ゐ
る
｡
第

一
期

植
付
の
分
は
革
均
樹
齢
四
p
五
年
に
し
て
.
殆
ざ
摘
発

に
叫
ふ
状
態
に
あ
る
｡

以
上
カ
オ
ガ
ン
蕃
地
開
拓
は
腰
衣
に
於
け
る
.
本
島
製

茶
事
業
の
趨
勢
を
情
示
す
る
も
の
で
あ
る
｡

落
花
生

落
花
鐘
は
土
人
の
副
食
物
だ
し
て
p
叉
搾
油

及
製
菓
工
業
の
原
料
,,J
L
で
本
島
農
作
物
中
重
要
L･i
る

位
置
を
占
め
､
年
産
額
二
宮
簡
閲
内
外
聖

不
し
て
ゐ
る

克
T

五

五



地

球

節
十
二
番

而
し
て
前
提
出
t
分
布
問
の
示
す
如
-
､
西
部
海
岸
乾

燥
地
帯
が
其
の
主
要
産
地
で
､
殊
に
姦
南
州
は
教
義
の

節
凹
雛

克

ニ

t九
六

四
十
%
を
魔
損
す
る
｡

昭
和
二
年
に
於
け
る
各
州
作
付

面
積
及
収
穫
高
を
示
せ
ば
左
の
如
-
で
あ
る
｡
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叩
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付
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収
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け
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か
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